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▽
２
月　

日　

開
会
、会
期
決
定
、

２２

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明

▽
２
月　

日　

総
括
質
疑
・
委
員

２３

会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員
会
付

託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽
３
月
２
日　

一
般
質
問

▽
３
月
５
日　

一
般
質
問

▽
３
月
６
日　

一
般
質
問
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託

▽
３
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告

２３

・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審

査
案
件
上
程
、
議
案
上
程
・
提
案

説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略

・
討
論
・
採
決
、
常
任
委
員
会
等

の
所
管
事
務
調
査
、
議
員
派
遣
、

議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明

・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）

省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

総
括
質
疑
（
２
月　

日
）

２３

　

竹
田
陽
介（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

上
沢
本
尚（
公
明
党
）、
中
澤
邦
雄

（
日
本
共
産
党
）、
沖
本
浩
二（
ざ

ま
大
志
会
）、
佐
藤
弥
斗（
ざ
ま
明

進
会
）、
安
海
の
ぞ
み（
会
派
に
属

さ
な
い
議
員
）、
加
藤
陽
子（
会
派

に
属
さ
な
い
議
員
）、
沖
永
明
久

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

討
論
（
３
月　

日
）

２３

　

中
澤
邦
雄（
日
本
共
産
党
）、
沖

本
浩
二（
ざ
ま
大
志
会
）、
加
藤
陽

子（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
佐

藤
弥
斗（
ざ
ま
明
進
会
）、
沖
永
明

久（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
上

沢
本
尚（
公
明
党
）、荻
原
健
司（
自

民
党
・
い
さ
ま
）、安
海
の
ぞ
み（
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　

本
市
と
在
日
米
陸
軍
軍
楽
隊
で

共
同
開
催
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
変
好
評
で
人

気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
本
格

的
な
演
奏
や
迫
力
の
あ
る
歌
声
、

多
彩
な
演
出
に
感
動
し
ま
し
た
。

市
民
と
在
日
米
陸
軍
キ
ャ
ン
プ
座

間
と
の
国
際
交
流
の
機
会
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
基
地
に
対

す
る
理
解
の
願
い
も
込
め
て
始
め

た
事
業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
て

子
供
た
ち
に
交
流
し
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
が
、
夜
間
の
開
催
の
た

め
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
小
・
中
学
生
の

交
流
の
さ
ら
な
る
継
続
、
発
展
を

目
的
に
、
市
内
の
小
・
中
学
生
と

キ
ャ
ン
プ
座
間
内
の
小
・
中
学
生

に
よ
る
合
同
の
合
唱
や
合
奏
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
企
画
し
、
日
中
に

開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
が

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

合
同
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
キ
ャ
ン
プ
座
間
内
の
児
童
、
生

徒
と
交
流
す
る
ア
イ
デ
ア
は
多
く

考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
国
際

交
流
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

２９

に
栗
原
小
学
校
と
ア
ー
ン
小
学
校

が
交
流
を
始
め
た
経
緯
も
あ
り
ま

す
。
交
流
の
計
画
は
、
各
学
校
が

主
体
的
に
企
画
す
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
企
画
、
立
案
に
対

し
て
の
助
言
や
関
係
部
局
と
の
調

整
、
必
要
に
応
じ
た
財
政
措
置
な

ど
、
教
育
委
員
会
と
し
て
で
き
る

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
国
民
の
約
２
人
に
１
人

が
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
罹
患
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
平
成　

年
２６

６
月
に
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
基

本
法
が
成
立
し
、
平
成　

年
３
月

２９

に
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
の

推
進
に
関
す
る
基
本
指
針
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

で
あ
る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治

療
の
基
本
は
、
毎
日
の
正
し
い
ス

キ
ン
ケ
ア
で
あ
り
、
発
症
を　

％
３０

か
ら　

％
減
ら
せ
ま
す
。
本
市
に

５０

お
け
る
医
師
や
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー

エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ
る
正

し
い
ス
キ
ン
ケ
ア
講
座
の
実
施
に

つ
い
て
、
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の

相
談
体
制
や
正
し
い
ス
キ
ン
ケ
ア

の
知
識
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

医
師
、
小
児
ア
レ

ル
ギ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
な
ど
に

よ
る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
ス
キ

ン
ケ
ア
講
座
の
実
施
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
研
究

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
相
談
体
制
に

つ
い
て
は
専
門
職
が
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
特
に
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
の
ス
キ
ン
ケ
ア
は
医
療
機

関
の
治
療
方
針
に
含
ま
れ
る
部
分

で
あ
る
た
め
、
医
療
機
関
で
適
切

な
受
診
を
す
る
よ
う
に
勧
め
て
い

ま
す
。
国
の
指
針
を
受
け
て
県
は

計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
市
町
村

は
ま
だ
具
体
的
な
指
示
を
受
け
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
職
員
に
と
っ
て
何
者
に
も
代

え
が
た
い
児
童
、
生
徒
を
預
か
る

責
務
は
非
常
に
重
た
い
も
の
で
、

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
日
々
の

教
育
活
動
に
最
善
を
尽
く
し
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち

と
触
れ
合
う
こ
と
に
生
き
が
い
と

崇
高
な
志
を
持
つ
教
員
の
た
め
に
、

子
供
た
ち
と
し
っ
か
り
向
き
合
え

る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
こ
そ
行

政
が
行
う
べ
き
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、

児
童
、
生
徒
に
寄
り
添
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

教
職
員
の
負
担
軽
減

に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、

県
費
で
教
科
指
導
な
ど
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
人
員
を　

名
配
置

３１

し
、
生
徒
指
導
な
ど
で
８
名
を
任

用
し
て
い
ま
す
。
市
費
で
は　

名
１７

の
非
常
勤
講
師
、　

名
の
介
助
員
、

２７

　

名
の
特
別
支
援
教
育
補
助
員
を

１７配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

通
知
表
や
出
席
簿
、
指
導
要
録
な

ど
の
校
簿
作
成
事
務
が
簡
素
化
し
、

事
務
処
理
が
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
、
定
数
だ
け
で
は

足
り
な
い
人
材
を
加
配
や
非
常
勤

講
師
で
補
っ
て
い
ま
す
が
、
課
題

解
決
に
は
教
職
員
の
定
数
増
加
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
も
国
、
県
へ

要
望
を
続
け
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
重

ね
、
よ
り
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
教
職
員
へ
の
定
着
が
図

れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

本本
会会
議議
のの
概概
要要

　

伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
団
体
に

と
っ
て
の
深
刻
な
問
題
は
、
子
供

の
会
員
数
の
減
少
、
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
と
聞
い
て
い
ま
す
。
対

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
本
市
に
伝

わ
る
文
化
、
伝
統
芸
能
が
衰
退
し

て
し
ま
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
私

が
所
属
す
る
皆
原
は
や
し
保
存
会

で
は
、
毎
年
１
回
、
入
谷
小
学
校

に
授
業
の
一
環
と
し
て
お
は
や
し

を
教
え
に
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
太
鼓
を
た
た
き
、
太
鼓
の
音
を

間
近
で
聞
く
と
、
児
童
た
ち
は
大

変
喜
び
感
動
し
、
ま
た
や
り
た
い

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
芸
能
の
継
承
は
、
実
際
に

触
れ
合
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
伝
統
芸
能
の
継
承
の
た
め

に
、
入
谷
歌
舞
伎
に
お
い
て
も
、

教
育
課
程
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
教
育
委
員
会
の
伝
統

芸
能
継
承
の
た
め
の
強
い
姿
勢
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
、
教
育
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
た
郷
土
愛
を
育

む
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
市

内
各
地
の
祭
囃
子
や
入
谷
地
区
に

伝
わ
る
地
芝
居
を
総
合
的
な
学
習

の
時
間
な
ど
の
機
会
に
取
り
入
れ

て
い
る
小
学
校
も
あ
り
ま
す
。
郷

土
愛
を
育
む
教
育
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
推
進
し
、

各
学
校
の
持
つ
教
育
課
程
の
編
成

権
は
今
後
も
尊
重
し
て
い
く
中
で
、

伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
関
係
団
体

の
活
動
も
あ
わ
せ
て
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幼
児
期
の
発
達
障
害
を
早
期
発

見
、
早
期
対
応
す
る
た
め
に
も
本

市
に
お
い
て
５
歳
児
健
診
は
必
要

と
考
え
ま
す
。
軽
度
発
達
障
害
に

３
歳
６
カ
月
児
健
診
で
気
づ
く
こ

と
に
は
限
界
が
あ
り
、
５
歳
児
健

診
が
発
見
に
有
用
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
と
し
て
も
調
査
、
研

究
を
進
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
分
析
し
て
き
た
内
容

や
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
康
部
長　

軽
度
発
達
障
害
は
、

３
歳
６
カ
月
児
健
診
で
は
問
題
が

な
く
て
も
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に

入
園
し
た
後
や
５
歳
児
健
診
に
お

い
て
発
見
さ
れ
る
割
合
が
高
く
な

る
こ
と
か
ら
、
５
歳
児
健
診
の
有

意
性
は
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

５
歳
児
健
診
の
実
施
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
で
は
各
自
治
体
の
自

主
判
断
に
任
せ
て
お
り
、
平
成　
２７

年
度
は
全
国
で
２
０
９
市
町
村
が

実
施
し
て
い
ま
す
。
５
歳
児
健
診

を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
医
師
の
確
保
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
、
関
係
機
関
の
連
携

体
制
の
構
築
な
ど
、
課
題
が
多
く

あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
現
在
、
保

育
園
や
幼
稚
園
に
就
園
し
て
い
る

園
児
に
心
配
が
あ
る
場
合
、
健
康

づ
く
り
課
、
障
が
い
福
祉
課
、
保

育
課
が
連
携
し
て
巡
回
相
談
の
利

用
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
県

内
で
も
５
歳
児
健
診
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
は
把
握

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

芹
沢
公
園
再
整
備
に
つ
い
て
、

自
然
環
境
を
生
か
し
た
憩
い
の
場

と
い
う
視
点
か
ら
、
別
名
、
菖
蒲

園
な
ど
湿
性
植
物
園
一
帯
の
再
整

備
と
南
管
理
棟
の
一
般
開
放
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
水
源
涵

養
地
と
し
て
の
芹
沢
公
園
の
役
割

等
を
紹
介
す
る
取
り
組
み
と
栗
原

水
源
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

芹
沢
公
園
再
整
備
の
実
施
時
期

に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

湿
性
植
物
園
は
、

せ
せ
ら
ぎ
コ
ー
ナ
ー
を
含
め
湧
水

を
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
を
検
討
し
、

豊
か
な
湧
水
に
着
目
し
た
再
整
備

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
園
南
側
の
管
理
棟
は
、
周
辺
で

は
来
園
者
だ
け
で
な
く
花
菖
蒲
を

育
て
る
会
や
ホ
タ
ル
を
守
る
会
な

ど
が
活
動
し
て
お
り
、
休
憩
や
市

民
活
動
醸
成
の
場
と
し
て
の
利
用

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
芹

沢
公
園
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、

公
園
内
の
水
道
施
設
を
園
内
の
案

内
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
、

広
く
市
民
の
方
に
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
再
整
備

の
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
再
整

３０備
計
画
の
中
で
具
体
的
な
改
修
内

容
と
と
も
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
長　

栗
原
水
源
の

常
時
開
放
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

難
し
い
と
考
え
ま
す
。
公
園
内
の

水
道
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

公
園
管
理
者
と
協
議
の
上
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

内
藤　

幸
男 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

５
歳
児
健
診
の
必
要
性
を
問
う

熊
切　

和
人 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

祭
囃
子
と
入
谷
歌
舞
伎
の

伝
統
文
化
継
承
に
つ
い
て

�
波　

貴
志 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て

　

伊
藤　

多
華 
議
員
《
公
明
党
》

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
正
し
い

ス
キ
ン
ケ
ア
の
知
識
普
及
を
！

池
田　

徳
晴 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、

児
童
、
生
徒
に
寄
り
添
う
取
り
組
み
を

安
田　

早
苗 
議
員
《
公
明
党
》

芹
沢
公
園
再
整
備
に
つ
い
て

自
然
環
境
と
水
源
涵
養
地
の
視
点
で


